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Abstract 
To ex丘minethe primary and the secondary stress of the truss， som巴巴xperimentson the model truss were 
carried out. The model truss made of ste巴1pipes was overhead cr呂netype， span length 1二 320cm， hight hニ
32 cm，pipe diameter dニ 27.2mm. Joints of m巴mberswere welded. The truss was support巴dat its ends and 
carried concentrated loads at the ioint of the upper cord. The stress of the member was measured with the 
electric registanc巴strangaug巴 Theaxial forc巴andthe bending moment of the ioint w巴remeasured and 


















また 1， 2， 3…9は各部材との宣告人止をノr;すo X rlJはひずみの測定位置である。部村としては


















¢α，仇 :i51材a-bのa端， b端の携角の2E倍。 Eは縦弾性係数。
ψαb • 部材 a-b の同軸角の 6E倍 (Willot.Mohrの変位凶より求める)
???
同2にポすようにトラスグトー節点、 (m)を取リ出して考える c 節点 (m)が術煮により (m')
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4 3，/~ 2' 2 Mmn二 Kmρ<Pm+<pn十ψmn)
よって 図2
<pm}m十ψlK削+<PzKmz+…+ <pnKmn+ψmlKml+ψmzKmz十…+ψmnKmn=0 (3) 
j m=2( Kml +Kmz+・・・十Kmn)
あるいは(3) より
<Pm= -(<Plγml十<pzγmZ十・・・十<pnγmn+ψmlγml+ψmZγmZ十…+ψmnγmn) (5) 
(4) 
ここで
γml=Kml/ jm，γmZ二 Kmz/jm，…γmn二 Kmn/jm (6) 
Tは挽角分配本と呼ばれ，またいm!， ψmZ，… <f;mnは次式で示される。
ψml二一6Edml/ lml，ψmZ= -6E dmz/ lmz，…ψ削二一6Edmn/ lmn (7) 
よって
<Pmニ L1m-(<Plγml+仰 γmz+…十<Pnγmn) (8) 
ここで、
(Edml ， Edぃ Edmn 、L1m二 6，~iコ Yml 十7す γmz+'''+-j戸川) (8)' 
式中 dmr， dm2， ••• d酬は Willot.Mohrの変位図より求める。したがって与えられた何重に対
してはムmの値は一定の数値となる。ム聞は(8 )式において (/)1よけ (/)nまでの¢を Oとした場合









同様に節}.';~2 ， 3， 4に対しては， q.フjO)ェ L1z，<PJO) = L13， <PJO) = L14となる。 (8)式中の¢にこ
れらの (/)(0) を用い，得られた <pmを¢詰)とすtLば
¢討)= LIm-{ <p iO)γml 十 <p~O) γmz+ … + <pAO)γmn} ??? ??
( 101) 
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例えばqJP)= L11 -{ qJJO)γ12 + qJ10)γ14 }である。次にqJJ1)を求めるにはqJP)の値を用いて
qJJ1) = Lb {qJP)γ21 + qJJO)γ23+qJiO)γ24 }となる。計算を 5，6回行うと¢封)二¢立}土芸¢詰)とな
るのでこの値を qJm とする。かくしてqJl， qつれ…qJmの値が決定される。
以上計算で求めた¢およびEd/lの値を用いて曲げモーメントを求める。 (1)式より






lab ¥W，/-，U I ，/-，0 v lab ) lab 
1/宝b(口 l ハEdnh¥ ニむ;-，~qJα十仰-0五~)
σab .部材a-bの二次応力
Yab:部材a-bの断面において，その中立軸より極緑維までの距離
Jαb • 部材 a-b の長き
Eab:部材a-bの縦弾性係数
dab: a， b節点の変位 (W.Mohrの変位図より求める)。
4.実験結果
計算に用いた部材の諸値は次の通りである。
ノfイブ横断面積， 2.05 cmヘ断面二次モーメント， 1. 568 cm4 
4 -1 反力
支点4ヶ所における反力は表 Iの通りで，荷重位置Aの場合51.6: 48.4 : 48.6 : 51.4で，ほ
ほ均等に配分されている。他の場合もほぼ理論通りの荷重配分になうている。
4-2 一次応力









反カ計 荷重位置 A 荷重位置 B 荷重位置 C
番号 500kg 1000kg 1500kg 2000kg 500kg 1000kg 1500kg 500kg 1000kg 1500kg 2000kg 
l 126 254 378 495 97 194 290 74 145 219 284 
2 113 227 340 456 95 186 272 69 " 132 199 264 
3 135 264 383 519 158 310 462 178 355 531 702 
4 120 246 364 486 150 301 443 170 343 505 672 




















理論値 実験{直 理論値 実験値 理論値 実験値
kgjcm' kgjcm' kgjcm' kgjcm' kgjcm' kgjcm' 
1 - 2 -269 223 -334 -272 382 310 
1 - 4 249 291 310 340 352 359 
2 - 3 -366 330 439 417 513 456 
2 - 4 174 155 204 209 242 209 
3 - 5 366 330 -439 -388 513 456 
4 - 5 -258 233 -315 281 363 330 
4 - 7 549 554 660 678 768 757 
5 - 6 730 694 878 825 659 614 
5 - 7 258 252 315 291 154 141 
6 - 7 366 340 
6 - 8 730 703 -878 836 659 621 
7 - 8 258 254 _. 211 -184 154 136 
7 - 9 百15 934 732 733 549 546 
4 -4 1完み
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